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№.4５ 松永和久 

【 自分の特技を自分から発表する 】 

〇 16 日（土）の学習発表会に向けて、子供たちは一生懸命に取り組んでいます。これ

は、学習の成果を表現する場です。したがって、言葉、歌、楽器、動き、絵や工作等の

いろいろな方法で、観客に伝わるように表現できている姿、表現しようとしている姿

が現れていればそれでよいと考えています。 

〇 児童向けステージ発表会を観ていて、井波小学校の子供全員がしっかりと表現し、

すばらしい資質をもっていると感じました。また、観ている子供たちも、音楽が鳴っ

たら手拍子をしたり、よいと思った場面では自然と拍手をしたりするなど、鑑賞の態

度もすばらしいです。今後、学習発表会で培われたことを、今後の「挨拶」「聴くこと」

につながっていくと信じています。 

〇 井波小学校の学習発表会の特色の一つは、「井波っ子 チャレンジステージ 2021」が

あることです。これは、子供が自分の特技を進んで発表するものです。言葉を変えて

言うと、日頃、授業以外の場で自分から取り組んでいること（特技）を、自分から発

表する場です。 

〇 種目は、「三原色ダンス」「新体操ダンス」「ヒップホップダンス」「なわとび」があ

りますが、どれも観ていてもすばらしいものばかりです。「あの子供がこんなことが得

意だったのか。」と再発見しました。また、日頃、自分の興味のあることに自分から取

り組み、自分から発表しようという主体性がすばらしいです。今後も、井波小学校の子

供の秘めた可能性がさらに発揮するよう働きかけていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


